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西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
学
教
育

ゲ
ル
バ
ル
ト
・
リ
ー
ス

平
野
敏
彦
訳

西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
法
律
の
定
め
に
よ
る
一
定
の
法
学
教
育
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
職
業
は
'
職
業
裁
判
官
へ
検
察
官
'
弁
護
士
へ
公
証
人
及
び

司
法
補
助
官
(
R
e
c
h
t
s
p
f
l
e
g
e
r
)
で
あ
る
。

職
業
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
士
及
び
公
証
人
に
つ
い
て
は
へ
ド
イ
ツ

裁
判
官
法
第
五
条
か
ら
第
七
条
に
よ
る
裁
判
官
職
に
つ
-
資
格
を
与
え
る

教
育
掛
必
要
で
あ
る
o

こ
れ
に
対
し
て
'
司
法
補
助
官
職
は
'
裁
判
官
職
に
つ
く
資
格
を
前
提

と
し
て
お
ら
ず
へ
　
(
総
合
大
学
で
は
な
く
)
専
門
単
科
大
学
(
F
a
c
h
h
o
c
h
・

s
c
h
u
l
e
)
で
の
三
年
間
の
い
わ
ゆ
る
「
予
備
実
務
研
修
(
V
o
r
b
e
r
e
i
t
u
n
g
s
-

d
i
e
n
s
t
)
」
だ
け
を
前
提
と
し
て
お
り
へ
　
そ
の
研
修
は
司
法
補
助
官
試
験
に

よ
り
修
了
す
る
(
司
法
補
助
官
法
第
二
粂
第
一
項
第
二
段
)
。
司
法
補
助
官
の

職
務
は
'
特
に
非
訟
事
件
(
た
と
え
ば
へ
後
見
事
務
へ
　
遺
言
事
務
へ
　
社
団
登
記

醇
'
商
業
登
記
静
)
の
頒
域
や
土
地
登
記
'
破
産
手
続
の
額
域
の
よ
う
な
比

較
的
単
純
な
裁
判
官
の
活
動
を
包
括
し
て
い
る
。
司
法
補
助
官
の
職
務
は

西
ド
イ
ツ
の
司
法
実
務
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
'
本

稿
に
お
い
て
は
'
裁
判
官
職
に
つ
く
資
格
に
関
す
る
教
育
だ
け
を
詳
細
に

述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

二

連
邦
法
は
裁
判
官
職
の
た
め
の
諸
前
提
を
大
枠
に
お
い
て
規
制
し
て
い

る
に
す
ぎ
ず
'
重
要
な
部
分
は
州
法
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

ド
イ
ツ
裁
判
官
法
第
五
条
か
ら
第
七
条
に
よ
る
と
'
法
学
教
育
は
一
段

階
方
式
(
e
i
n
s
t
u
f
i
g
)
と
二
段
階
方
式
(
z
w
e
i
s
t
u
f
i
g
)
の
二
種
類
の
教
育

方
式
に
分
け
ら
れ
る
。

二
段
階
方
式
教
育
は
'
三
年
半
以
上
の
総
合
大
学
で
の
純
粋
の
勉
学
部

分
(
だ
が
'
一
九
八
四
年
に
は
'
事
実
上
の
平
均
的
勉
学
期
間
は
五
年
半
で
あ
る
)

と
二
年
半
以
上
の
法
律
関
係
の
機
関
(
民
事
裁
判
所
'
刑
事
裁
判
所
'
行
政
官

庁
、
弁
護
士
事
務
所
等
)
で
の
実
務
部
分
(
予
備
実
務
修
習
(
V
o
r
b
e
r
e
i
t
u
n
g
s
-

d
i
e
n
s
t
)
-
レ
フ
エ
レ
ン
ダ
ー
ル
修
習
と
も
呼
ば
れ
る
)
と
に
分
け
ら
れ
る
O
勉

学
部
分
は
第
l
次
法
律
職
国
家
試
験
(
レ
フ
エ
セ
ン
ダ
ー
ル
試
験
)
に
よ
っ

て
'
実
務
部
分
は
第
二
次
法
律
職
国
家
試
験
(
ア
セ
ソ
ー
ル
試
験
)
に
よ
っ

て
修
了
す
る
。

1
段
階
方
式
教
育
は
'
勉
学
部
分
と
実
務
部
分
を
五
年
半
以
上
の
勉
学

期
間
に
統
合
し
て
い
る
O
こ
の
場
合
へ
第
1
次
国
家
試
験
の
代
わ
り
に
'

中
間
試
験
(
Z
w
i
s
c
h
e
n
p
r
i
i
f
u
n
g
)
が
行
な
わ
れ
る
か
'
教
育
課
程
の
中
で

成
績
の
チ
ェ
ッ
ク
　
(
a
u
s
b
i
l
d
u
n
g
s
b
e
g
l
e
i
t
e
n
d
e
L
e
i
s
t
u
n
g
s
k
o
n
t
r
o
l
l
e
)
　
が
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料
　
な
さ
れ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
第
二
次
国
家
試
験
と
同
じ
規
模
の
最

終
試
験
(
S
c
h
l
u
B
p
r
i
i
f
u
n
g
)
に
よ
っ
て
へ
教
育
は
終
え
ら
れ
る
o

資
　
　
実
際
に
は
'
二
段
階
方
式
教
育
を
実
施
し
て
い
る
法
学
部
の
方
が
多

い
。
元
来
'
法
学
部
は
そ
れ
ぞ
れ
一
段
階
方
式
か
二
段
階
方
式
か
の
い
ず

れ
か
で
教
育
を
行
な
っ
て
き
た
が
'
1
段
階
方
式
教
育
は
い
わ
ゆ
る
実
験

期
間
に
限
ら
れ
る
と
い
う
限
時
的
な
も
の
で
あ
り
'
1
九
八
四
年
九
月
1

五
日
ま
で
に
開
始
し
た
場
合
の
み
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
の
意

味
す
る
こ
と
は
'
1
段
階
方
式
を
採
る
学
部
は
徐
々
に
二
段
階
方
式
に
転

換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
へ
　
そ
の
学
部
は
1
段
階
方
式
教
育

の
終
了
ま
で
は
、
一
段
階
方
式
教
育
と
二
段
階
方
式
教
育
を
並
行
し
て
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
裁
判
官
法
は
'
す
べ
て
の
試
験
条
件
が
す
べ
て
の
州
と
教
育
方

式
に
お
い
て
統
一
的
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
(
ド
イ
ツ
裁
判
官
法
第

五
も
条
第
1
項
第
四
段
へ
第
五
d
条
第
1
項
第
1
段
)
o
そ
の
た
め
に
連
邦
司
法

省
は
t
 
l
九
八
1
年
に
、
す
べ
て
の
試
験
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き

「
第
一
次
及
び
第
二
次
法
律
職
国
家
試
験
の
た
め
の
評
定
・
点
数
基
準
に

関
す
る
省
令
(
v
e
r
o
r
d
n
u
n
g
i
i
b
e
r
e
i
n
e
N
o
t
e
n
-
u
n
d
P
u
n
k
t
e
s
k
a
l
a
f
u
r
d
i
e

e
r
s
t
e
u
n
d
z
w
e
i
t
e
 
i
u
r
i
s
t
i
s
c
h
e
P
r
i
i
f
u
n
g
)
」
を
公
布
し
た
o
　
こ
の
基
準
に

よ
る
と
'
点
数
は
○
点
か
ら
一
八
点
ま
で
と
さ
れ
へ
　
試
験
合
格
の
た
め
の

最
低
点
は
四
点
で
あ
る
(
詳
細
に
つ
い
て
は
へ
付
録
を
参
照
せ
H
)
'
大
学
で

の
勉
学
に
関
す
る
細
目
と
試
験
の
実
施
要
領
は
、
こ
の
一
般
的
規
定
に
基

づ
い
て
各
州
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

以
下
に
お
い
て
、
大
学
で
の
教
育
と
実
務
教
育
に
つ
い
て
へ
バ
イ
エ
ル

ン
州
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
二
段
階
方
式
教
育
に
対
象
を
限
定
し
て

叔
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

三

大
学
で
の
勉
学
は
'
高
校
卒
業
兼
大
学
人
学
資
格
認
定
書
(
N
a
c
h
w
e
i
s

d
e
r
H
o
c
h
s
c
h
u
l
r
e
i
f
e
)
を
前
提
と
す
る
。
こ
れ
は
通
常
,
基
礎
学
校
(
四
年

間
)
と
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
又
は
そ
れ
に
準
ず
る
学
校
(
九
年
間
)
で
の
合
計
一

三
年
間
の
教
育
に
基
づ
い
て
取
得
さ
れ
る
。
そ
の
際
へ
　
少
な
く
と
も
二
つ

の
外
国
語
が
学
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
学
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ず
'
西
ド
イ
ツ
全
体
に
対
す
る
中
央

選
抜
制
度
に
委
ね
ら
れ
る
。
勉
学
地
に
対
す
る
個
人
的
望
み
が
考
慮
さ
れ

る
の
は
'
両
親
の
家
の
所
在
地
と
勉
学
地
と
の
結
び
つ
き
を
理
由
に
す
る

場
合
に
限
ら
れ
る
。
高
校
卒
業
兼
大
学
人
学
資
格
試
験
(
A
b
i
t
u
r
)
の
成

績
は
'
大
学
法
学
部
の
入
学
許
可
に
つ
い
て
は
何
の
意
味
も
も
た
な
い
。

大
学
の
入
学
試
験
に
類
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
す
な
わ
ち
'
前
述
の

認
定
書
さ
え
取
得
し
て
い
れ
ば
'
ど
こ
か
の
大
学
法
学
部
で
法
律
学
の
勉

学
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
試
験
の
受
験
は
'
規
定
通
り
の
勉
学
認
定
書
を
揃

え
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
こ
の
認
定
書
は
'
い
わ
ゆ
る
必
修
科
目
と
い

わ
ゆ
る
選
択
科
目
群
の
講
義
の
聴
講
登
録
、
及
び
他
の
(
法
律
科
目
以
外
の
)

分
野
(
l
般
教
養
科
目
)
か
ら
l
ゼ
メ
ス
タ
ー
に
わ
た
り
.
週
一
コ
マ
(
S
e
m
e
-

s
t
e
r
㌢
c
h
e
n
s
t
u
ロ
d
e
)
行
な
わ
れ
る
講
義
合
計
八
コ
マ
分
の
聴
講
登
録
に

よ
り
取
得
さ
れ
る
。
実
際
に
講
義
に
出
席
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
チ
ェ
ッ

(
U

ハ
U

了
よ

っ
⊥

3449



」敬学汰る
・
-

おにツイド育

ク
さ
れ
な
い
の
で
、
こ
の
認
定
書
は
純
粋
に
形
式
的
な
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
民
法
へ
刑
法
、
公
法
の
分
野
の
成
績
認
定
書
が
'
演

習
合
格
証
明
書
(
u
b
u
n
g
s
s
c
h
e
i
n
)
の
形
式
に
お
い
て
取
得
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
へ
法
の
歴
史
的
へ
哲
学
的
へ
社
会
科
学
的
基
礎
や
法
運
用

方
法
論
を
個
別
テ
ー
マ
に
即
し
具
体
例
を
通
じ
て
(
e
x
e
m
p
l
a
r
i
s
c
h
)
取
り

扱
う
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
(
S
e
m
i
n
a
r
)
　
(
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
)
の
言
に
出
席
し
、

合
格
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
最
後
に
な
お
へ
国
民
経
済
学
と
財
政
学
の

試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
o

こ
の
勉
学
期
間
中
の
成
績
認
定
書
は
、
通
常
へ
取
得
す
る
の
に
さ
ほ
ど

困
難
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
へ
試
験
の
際
の
監
督
が
た
い
て
い
は
そ
れ
ほ

ど
厳
正
で
は
な
く
、
許
さ
れ
な
い
補
助
手
段
が
利
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
学
生
た
ち
が
'
試
験
の
解
答
を
先
輩
の
学
生
や
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル

に
書
い
て
も
ら
う
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
特
に
'
厳
格
な
監

督
の
た
め
に
こ
の
種
の
ご
ま
か
し
が
全
く
通
用
し
な
い
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー

ル
試
験
の
不
合
格
率
(
通
常
だ
い
た
い
三
〇
%
)
の
高
さ
の
説
明
に
な
ろ
う
。

勉
学
期
間
中
に
、
こ
の
ほ
か
'
区
裁
判
所
と
行
政
官
庁
で
の
そ
れ
ぞ
れ

三
週
間
に
わ
た
る
休
暇
中
実
務
研
修
(
F
e
r
i
e
n
p
r
a
x
i
s
)
を
行
な
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
へ
　
こ
こ
で
の
試
験
は
実
施
さ
れ
な
い
。

大
学
に
お
け
る
必
修
科
目
の
授
業
の
1
例
と
し
て
'
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学

で
の
民
法
の
授
業
を
見
て
お
こ
う
。

総
則
'
債
務
法
'
動
産
法
　
週
七
コ
マ
の
講
義
が
二
ゼ
メ
ス
タ
ー

物
　
権
　
法

家
　
族
　
法

週
四
コ
マ
の
講
義
が
一
ゼ
メ
ス
タ
ー

週
三
コ
マ
の
講
義
が
一
ゼ
メ
ス
タ
ー

相
　
続
　
法
　
　
　
　
　
週
三
コ
マ
の
講
義
が
1
ゼ
メ
ス
ダ
1

こ
れ
に
'
主
と
し
て
'
損
害
賠
償
法
へ
　
不
当
利
得
法
、
不
動
産
法
に
つ
い

て
の
た
い
て
い
は
過
二
コ
マ
の
l
連
の
特
別
講
義
(
v
e
r
t
i
e
f
u
n
g
s
v
o
r
-

1
e
s
u
n
g
)
　
が
付
け
加
わ
る
o
さ
ら
に
'
上
級
の
学
生
の
た
め
の
過
二
r
コ
マ

の
民
法
演
習
(
U
b
u
n
g
)
一
つ
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
へ
　
こ
こ
で
前
述

の
成
績
認
定
書
が
取
得
さ
れ
る
。

外
国
の
大
学
に
お
け
る
勉
学
は
'
1
年
半
ま
で
勉
学
期
間
に
算
入
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

四

レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
試
験
と
ア
セ
ソ
ー
ル
試
験
は
'
各
州
の
司
法
省
が

組
織
運
営
す
る
国
家
試
験
で
あ
る
。

バ
イ
エ
ル
ン
州
に
お
い
て
は
'
試
験
は
監
督
付
筆
記
試
験
と
口
述
試
験

か
ら
成
る
が
'
他
の
若
干
の
州
で
は
'
訴
訟
文
書
の
処
理
を
対
象
と
す
る

在
宅
試
験
(
H
a
u
s
a
r
b
e
i
t
)
を
も
試
験
の
一
部
に
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

バ
イ
エ
ル
ン
州
の
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
試
験
は
'
解
答
時
間
五
時
間
の

監
督
付
筆
記
試
験
入
間
と
受
験
者
一
名
あ
た
り
合
計
一
時
間
の
口
述
試
験

か
ら
成
る
。

監
督
付
筆
記
試
験
は
次
の
よ
う
に
分
か
れ
て
い
る
。

旧
　
民
法
の
領
域
か
ら
四
問
。
手
続
法
、
商
法
・
会
社
法
'
労
働
法
を

含
む
。

㈲
　
刑
法
の
領
域
か
ら
一
問
。
刑
事
手
続
法
を
含
む
。

㈱
　
国
法
'
行
政
法
の
領
域
か
ら
二
間
。
行
政
裁
判
手
続
を
含
む
。
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料
　
㈲
　
受
験
者
が
選
択
し
た
以
下
の
選
択
科
目
群
か
ら
1
問
.

①
　
法
史
、
法
哲
学
・
法
社
会
学
(
①
に
限
り
へ
受
験
者
は
法
史
の
頚
城

か
ら
の
1
問
と
法
哲
学
・
法
社
会
学
の
頒
域
か
ら
の
1
間
の
い
ず
れ
か
を

選
択
で
き
る
)

②
　
非
訟
事
件
手
続
(
手
続
原
則
へ
後
見
事
務
'
遺
言
事
務
へ
土
地
登
記

静
事
務
)
'
破
産
処
理
法
へ
国
際
私
法

③
　
行
刑
法
'
少
年
法
'
刑
事
学

④
　
行
政
学
'
行
政
特
別
法
(
公
務
員
法
へ
国
土
整
備
法
へ
土
地
計
画

法
へ
建
設
法
'
交
通
法
へ
経
済
行
政
法
)

⑤
　
l
般
国
家
学
へ
国
際
法
へ
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法

⑥
　
商
法
・
会
社
法
へ
競
争
法
へ
カ
ル
テ
ル
法
へ
~
手
形
法
概
要
へ
貸

借
対
照
表
学
概
要
へ
税
法
概
要

①
　
共
同
決
定
法
へ
経
営
体
規
則
法
へ
職
員
代
表
法
へ
社
会
保
険
法

概
要

試
験
問
題
案
の
大
半
は
大
学
教
師
が
作
成
し
'
一
部
を
実
務
法
曹
(
戟

判
官
へ
検
察
官
'
行
政
法
曹
)
が
作
成
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
'
い
ず
れ

の
場
合
も
'
各
州
の
司
法
省
が
そ
の
問
題
案
を
審
査
し
'
自
己
の
責
任
に

お
い
て
問
題
を
確
定
す
る
。

必
修
科
目
で
は
事
例
の
解
決
と
い
う
出
題
形
式
が
決
ま
り
に
な
っ
て
い

る
が
、
選
択
科
目
で
は
た
い
て
い
は
理
論
的
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
論
述
が

出
題
さ
れ
る
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
'
付
録
を
参
照
せ
よ
)
.

解
答
は
そ
の
都
度
二
名
の
採
点
者
に
よ
っ
て
採
点
さ
れ
る
が
、
そ
の

輝
へ
軍
1
の
壌
点
者
は
第
1
の
撰
点
者
の
採
点
結
果
を
知
っ
て
い
る
o
撰

点
者
の
う
ち
1
名
は
大
学
教
師
で
'
l
名
は
実
務
法
曹
と
定
め
ら
れ
て
い

る
が
'
例
外
は
か
な
り
し
ば
し
ば
あ
る
。

口
述
試
験
は
'
筆
記
試
験
に
お
い
て
平
均
点
が
三
・
六
〇
点
以
上
で
'

か
つ
'
三
・
五
〇
点
に
達
し
な
い
の
が
四
問
以
下
で
あ
る
者
に
対
し
て
の

み
、
実
施
さ
れ
る
。
口
述
試
験
要
員
会
は
通
常
へ
大
学
教
師
二
名
と
実
務

法
曹
二
名
と
か
ら
編
成
さ
れ
る
。
民
法
へ
刑
法
へ
公
法
へ
選
択
科
目
が
同

じ
ゥ
エ
イ
ト
で
試
験
さ
れ
る
。

こ
の
四
つ
の
分
野
の
点
数
は
'
そ
れ
ぞ
れ
筆
記
試
験
の
一
問
に
相
当
す

る
も
の
と
し
て
計
算
さ
れ
へ
筆
記
試
験
と
口
述
試
験
の
総
合
計
点
を
一
二

で
割
っ
た
点
数
が
四
・
〇
〇
点
以
上
の
者
が
ノ
'
試
験
に
合
格
す
る
。
不
合

格
者
は
さ
ら
に
1
ゼ
メ
ス
タ
ー
の
勉
学
の
後
に
も
う
1
度
だ
け
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
時
に
再
び
不
合
格
に
な
れ
ば
'
そ
れ
以
後
の
受

験
は
'
改
め
て
勉
学
を
や
-
直
し
た
後
で
も
'
も
は
や
許
可
さ
れ
な
い
〇

五

レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
試
験
の
合
格
者
は
'
レ
フ
エ
レ
ン
ダ
ー
ル
実
務
修

習
の
受
け
入
れ
を
要
求
す
る
権
利
を
も
つ
。
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
は
'
任

命
を
撒
回
し
得
る
地
位
に
あ
る
公
務
員
(
B
e
a
m
t
e
r
 
a
u
f
 
W
i
d
e
r
r
u
f
)
と

し
て
修
習
を
行
な
い
な
が
ら
へ
ア
セ
ソ
「
ル
試
験
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
o
こ
の
期
間
中
へ
彼
は
生
活
費
を
ま
か
な
い
得
る
程
度
の
給
与

の
支
瀞
を
受
け
る
。

実
務
教
育
は
'
裁
判
所
二
年
)
へ
行
政
官
庁
(
一
〇
か
月
)
へ
自
己
の
選

択
し
た
公
約
機
関
(
三
か
月
)
へ
弁
護
士
事
務
所
(
玉
か
月
)
で
行
な
わ
れ

.
2
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西

る
。
こ
の
期
間
中
へ
彼
は
そ
の
時
々
の
修
習
先
と
は
別
に
'
様
々
な
教
育

コ
ー
ス
に
お
い
て
'
実
務
法
曹
か
ら
教
育
を
受
け
'
そ
こ
で
ア
セ
ソ
ー
ル
試

験
の
や
り
方
に
つ
い
て
の
心
構
え
を
す
る
(
主
と
し
て
へ
そ
の
教
育
コ
ー
ス
で

実
施
さ
れ
る
答
案
練
習
会
(
A
r
b
e
i
t
s
g
e
m
e
i
r
i
s
c
h
a
f
t
)
で
の
自
ら
の
答
案
の
順
位

と
評
定
を
通
じ
て
)
0

ア
セ
ソ
ー
ル
試
験
の
実
施
に
は
実
務
法
曹
だ
け
が
関
与
す
る
が
、
最
終

的
責
任
は
、
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
試
験
と
同
様
へ
各
州
の
司
法
省
で
あ

る
。ア

セ
ソ
ー
ル
試
験
も
'
前
回
同
様
へ
筆
記
試
験
と
口
述
試
験
か
ら
成

る
。
解
答
時
間
が
各
五
時
間
の
以
下
の
よ
う
な
筆
記
試
験
が
全
部
で
〓
一

問
へ
監
督
付
で
行
な
わ
れ
る
。

㈲
　
民
事
法
か
ら
の
重
点
問
題
が
五
問
。
こ
れ
に
は
商
法
・
会
社
法
へ

労
働
法
へ
手
続
法
が
含
ま
れ
る
が
'
そ
の
う
ち
1
間
に
は
必
ず
労
働

法
が
含
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

㈲
　
刑
法
か
ら
の
重
点
問
題
が
二
間
。
こ
れ
に
は
刑
事
手
続
法
と
行
刑

法
が
含
ま
れ
る
。

㈲
　
国
法
・
行
政
法
か
ら
の
重
点
問
題
が
四
間
。
こ
れ
に
は
手
続
法
と

税
法
が
含
ま
れ
る
が
'
そ
の
う
ち
1
問
に
は
必
ず
税
法
が
含
ま
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。

・4

受
験
者
が
選
択
し
た
以
下
の
選
択
科
目
群
か
ら
の
重
点
問
題
が
一

問
。

①
　
司
法
(
追
加
的
試
験
題
材
は
以
下
の
通
り
)

糾
　
国
際
私
法
概
要

㈲
　
土
地
登
記
醇
事
務
・
後
見
事
務
・
造
言
事
務
に
お
け
る
非
訟

事
件
手
続
法

㈱
　
少
年
法
(
た
だ
し
へ
概
要
に
限
定
さ
れ
な
い
)

⑧
　
行
政
(
追
加
的
試
験
題
材
は
以
下
の
通
り
)

㈲
　
行
政
学
か
ら
以
下
の
分
野
の
概
要
　
-
行
政
組
織
へ
国
家
行

為
の
計
画
・
決
定
及
び
財
政
的
予
算
的
基
礎

㈲
　
経
済
行
政
法
概
要

㈹
　
社
会
扶
助
法
(
た
だ
し
へ
概
要
に
限
定
さ
れ
な
い
)

③
　
経
済
・
財
政
制
度
(
追
加
的
試
験
題
材
は
以
下
の
通
-
)

㈲
　
手
形
法
・
小
切
手
法

㈲
　
取
引
税
法
概
要

㈱
　
経
済
行
政
法
概
要

④
　
労
働
法
・
社
会
法
(
追
加
的
試
験
題
材
は
以
下
の
通
且

㈲
　
経
営
体
規
則
法
・
共
同
決
定
法
概
要

㈲
　
労
働
裁
判
所
手
続

㈹
　
社
会
保
険
法
・
社
会
裁
判
所
手
続
概
要

ア
セ
ソ
ー
ル
試
験
は
'
広
範
に
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
試
験
の
規
則
に
従

っ
て
実
施
さ
れ
る
。
し
か
し
'
口
述
試
験
の
比
重
は
'
レ
フ
エ
レ
ン
ダ
ー

ル
試
験
(
一
二
分
の
四
)
よ
り
も
小
さ
い
　
(
一
六
分
の
H
)
O
さ
ら
に
'
レ
フ

エ
レ
ン
ダ
ー
ル
試
験
で
は
法
律
条
文
集
の
使
用
だ
け
が
許
可
さ
れ
る
の
に

対
し
て
ヘ
　
ア
セ
ソ
ー
ル
試
験
で
は
'
試
験
委
員
会
が
許
可
し
た
も
の
で
あ

れ
ば
'
大
部
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
の
使
用
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

不
合
格
率
は
通
常
お
よ
そ
1
二
%
で
'
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
試
験
の
不

4

re.
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料
　
合
格
率
よ
り
も
は
る
か
に
低
い
。
勉
学
の
開
始
か
ら
ア
セ
ソ
ー
ル
試
験
合

格
ま
で
の
法
学
教
育
の
期
間
は
'
現
在
へ
平
均
し
て
お
よ
そ
九
年
間
に
な

資　iO>-

六

法
律
学
の
大
学
教
師
は
通
常
少
な
-
と
も
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
試
験
に

合
格
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
現
在
実
際
に
は
'
全
員
.
,
&
ア
セ
ソ

ー
ル
試
験
も
す
ま
せ
て
い
る
.
そ
の
う
え
'
大
学
教
師
と
し
て
の
経
歴
の

た
め
に
は
'
特
に
優
秀
な
学
位
論
文
と
教
授
資
格
取
得
論
文
が
必
要
で
あ

る
。
ど
ち
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
学
問
的
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
単
行
論
文

で
あ
る
が
、
そ
の
締
め
く
く
り
は
口
述
試
験
で
あ
る
(
教
授
資
格
取
得
論
文

の
場
合
は
'
学
部
構
成
員
の
前
で
講
義
を
行
な
い
へ
そ
の
後
に
討
論
が
続
く
と
い
う

形
式
が
と
ら
れ
る
)
0

実
務
法
曹
と
し
て
の
経
歴
に
と
っ
て
'
学
位
論
文
や
教
授
資
格
取
得
論

文
は
何
の
意
義
も
も
た
な
い
。
し
か
し
'
学
問
と
実
務
の
間
の
交
流
は
よ

く
行
な
わ
れ
る
。
実
務
家
が
(
裁
判
官
等
の
職
務
と
並
ん
で
)
講
師
(
L
e
h
r
-

b
e
a
u
f
t
r
a
g
t
e
r
)
や
嘱
託
教
授
(
H
o
n
o
r
a
r
p
r
o
f
e
s
s
o
r
)
に
な
っ
た
り
'
大
学

教
授
が
'
普
通
は
大
学
教
師
と
し
て
の
職
務
を
継
続
し
た
ま
ま
で
t
 
I
達

の
事
件
に
お
い
て
高
等
裁
判
所
や
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
9
だ
が
'
教
授
活
動
と
弁
護
士
活
動
を
同
時
に
行
な
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

七

最
近
へ
法
律
学
の
勉
学
を
志
す
学
生
が
増
加
し
て
い
る
。
一
九
七
〇
/

七
一
年
に
お
い
て
'
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
大
学
法
学
部
へ
の
入
学
者
は
七

三
七
五
名
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
l
九
八
二
/
八
三
年
に
お
い
て
は
'
1

五
九
1
九
名
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
.
統
計
的
に
見
れ
ば
'
入
学
者
の
う

ち
二
回
の
試
験
に
合
格
す
る
者
は
平
均
し
て
約
五
五
%
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
へ
　
ア
セ
ソ
ー
ル
に
な
る
の
は
'
平
均
す
れ
ば
入
学
者
二
人
の
う
ち
の
一

人
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
率
が
最
近
で
は
ほ
ぼ
一
定
を
保
っ
て
い
る
の
で
'

入
学
者
の
増
加
は
そ
の
ま
ま
ア
セ
ソ
ー
ル
の
増
加
に
対
応
す
る
。

そ
の
た
め
へ
西
ド
イ
ツ
の
法
律
家
の
お
か
れ
て
い
る
実
情
は
'
ま
す
ま

す
ア
セ
ソ
ー
ル
の
供
給
過
剰
と
い
っ
た
態
を
呈
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
へ

一
九
八
五
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
に
お
い
て
'
裁
判
官
又
は
検
察
官
と
い
う

司
法
職
に
つ
く
た
め
に
は
'
ア
セ
ソ
ー
ル
試
験
の
平
均
点
が
だ
い
た
い
九

点
以
上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
'
統
計
に
よ
る
と
'
こ
れ
に
該
当

す
る
の
は
合
格
者
の
二
割
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
へ
　
ア
セ
ソ
ー

ル
試
験
の
合
格
者
の
八
割
が
'
裁
判
官
又
は
検
察
官
と
し
て
の
職
業
を
あ

て
に
で
き
な
い
。
そ
こ
で
へ
試
験
の
合
格
だ
け
が
前
提
さ
れ
て
お
り
へ
試

験
の
成
績
が
特
別
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
提
さ
れ
て
い
な
い
弁
護
士

の
職
業
に
の
み
と
ど
ま
る
者
が
'
合
格
者
の
約
五
割
を
占
め
る
。
お
ま
け

に
、
憲
法
上
の
理
由
(
基
本
法
第
一
二
条
の
職
業
選
択
の
自
由
)
か
ら
弁
護
士

数
の
制
限
が
で
き
な
い
の
で
'
弁
護
士
の
数
は
不
断
に
増
加
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
結
果
'
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
1
九
七
七
年
に
些
二
二
六
五

名
へ
一
九
八
二
年
に
は
三
九
〇
七
五
名
の
弁
護
士
が
存
在
し
た
。
し
た
が

.
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っ
て
、
人
口
(
約
六
千
万
人
)
と
弁
藩
士
数
と
の
関
係
は
、
i
九
八
二
年
に

は
人
口
一
五
三
六
人
に
対
し
て
弁
護
士
一
人
の
割
合
で
あ
る
(
こ
れ
に
比

べ
て
'
一
九
八
五
年
の
日
本
で
は
'
人
口
九
二
六
九
人
に
対
し
て
弁
護
士
一
人
の
割

合
で
あ
る
)
。

こ
う
い
う
状
況
の
た
め
、
弁
護
士
業
で
は
競
争
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な

っ
て
お
り
'
重
大
な
社
会
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
た
と
え
ば
'
一
九
八
一

年
九
月
に
西
ド
イ
ツ
で
'
ア
セ
ソ
ー
ル
試
験
の
合
格
者
の
う
ち
1
五
七
三

名
の
法
律
家
が
職
に
就
け
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
つ
ま
り
'
こ
の

時
期
の
総
計
お
よ
そ
一
〇
万
人
の
完
全
法
律
家
の
う
ち
へ
約
一
・
六
%
が

失
業
中
で
あ
っ
た
o
こ
の
状
況
は
現
在
も
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

付
　
　
録

m
 
I
九
八
二
年
第
二
回
　
第
L
次
法
律
職
国
家
試
験

第
三
間
(
解
答
時
間
　
五
時
間
)

ア
ン
ト
ン
・
ア
ブ
ラ
ー
は
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
。
彼
は
'
学
生
時

代
の
友
人
で
現
在
成
功
し
裕
福
な
児
童
書
作
家
で
あ
る
ベ
ル
ン
ト
・
プ
レ

ー
マ
I
に
二
万
マ
ル
ク
の
借
金
を
頼
ん
だ
。
ベ
ル
ン
ト
・
プ
レ
ー
マ
I
は

1
九
七
〇
年
1
二
月
三
一
日
に
金
を
手
渡
し
へ
若
干
傷
の
あ
る
1
九
世
紀

の
油
絵
1
点
二
万
マ
ル
ク
の
価
値
)
へ
純
金
製
の
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
1
組
(
千

マ
ル
ク
の
価
値
)
へ
金
の
延
べ
棒
一
本
(
八
千
マ
ル
ク
の
価
値
)
を
担
保
と
し

て
受
け
取
っ
た
o
　
ア
ン
ト
ン
・
ア
ブ
ラ
ー
は
'
こ
れ
ら
の
品
物
が
自
分
の

も
の
で
あ
る
と
ベ
ル
ン
ト
・
プ
レ
ー
マ
-
に
確
言
L
t
　
ベ
ル
ン
ト
・
プ
レ

-
マ
I
は
ア
ン
ト
ン
・
ア
ブ
ラ
ー
の
言
葉
を
信
じ
た
b
な
ぜ
な
ら
、
ベ
ル

ン
ト
・
プ
レ
ー
マ
I
は
'
ア
ン
ト
ン
・
ア
ブ
ラ
ー
の
家
族
が
こ
の
種
の
価

値
の
あ
る
も
の
を
数
多
く
所
有
し
て
い
る
こ
と
を
学
生
時
代
の
つ
き
あ
い

か
ら
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
.
ア
ン
ト
ン
・
ア
ブ
ラ
ー
が
1
九
七
一
年

一
二
月
三
一
日
ま
で
に
借
り
た
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
'
ベ
ル
ン
ト
・
プ
レ

ー
マ
I
が
担
保
物
の
所
有
権
者
に
な
る
t
と
い
う
合
意
が
な
さ
れ
た
。

ア
ン
ト
ン
・
ア
ブ
ラ
ー
は
借
金
を
返
さ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
へ
　
ベ

ル
ン
ト
・
プ
レ
ー
マ
I
は
1
九
七
二
年
1
月
l
日
に
こ
れ
ら
の
品
物
の
所

有
権
者
と
な
っ
た
。
彼
は
一
九
七
二
年
四
月
三
〇
日
に
油
絵
を
修
復
さ

せ
'
宝
石
商
ヤ
コ
ブ
に
'
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
を
美
術
的
に
価
値
の
あ
る
形
の

指
輪
に
'
金
の
延
べ
棒
を
腕
輪
に
改
造
さ
せ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
'
油
絵

の
価
値
は
l
万
l
千
マ
ル
ク
に
な
-
'
指
輪
は
二
千
五
百
マ
ル
ク
、
腕
輪

は
1
万
六
千
マ
ル
ク
の
価
値
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
こ
れ
ら
を
三

つ
と
も
'
彼
の
姪
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ
の
結
婚
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
よ
う
と

老
え
て
い
た
。

一
九
七
二
年
六
月
三
〇
日
に
ベ
ル
ン
ト
・
プ
レ
ー
マ
I
は
'
金
の
延
べ

棒
は
ア
ン
ト
ン
・
ア
ブ
ラ
ー
が
デ
ィ
-
タ
-
・
ド
-
ザ
I
の
家
か
ら
盗
ん

だ
物
で
あ
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
ベ
ル
ン
ト
・
プ
レ
ー
マ
I
の
友
人

で
弁
護
士
の
ラ
ル
フ
・
リ
ー
ゼ
は
彼
に
'
そ
れ
が
事
実
な
ら
彼
は
デ
ィ
-

タ
-
・
ド
-
ザ
I
に
補
償
す
る
義
務
が
あ
る
と
言
っ
た
。
ベ
ル
ン
ト
・
プ

レ
ー
マ
A
 
I
は
'
油
絵
と
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
の
出
所
に
つ
い
て
は
そ
れ
以
上
気

に
か
け
な
か
っ
た
。
だ
が
'
こ
れ
ら
の
物
は
ア
ン
ト
ン
・
ア
ブ
ラ
ー
が
エ

ル
ン
ス
ト
・
エ
グ
ラ
ー
の
家
か
ら
盗
ん
だ
物
で
あ
っ
た
が
'
ベ
ル
ン
ト
・

63449
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料
　
プ
レ
ー
マ
I
は
こ
れ
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
。
ベ
ル
ン
ト
・
プ

レ
ー
マ
I
は
'
油
絵
へ
指
輪
へ
腕
輪
を
1
九
七
二
年
七
月
三
一
日
に
彼
の

資
　
産
ク
リ
ス
.
テ
ィ
ー
ネ
の
結
婚
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
贈
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
出
所

に
つ
い
て
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。

翌
年
へ
　
ベ
ル
ン
ト
・
プ
レ
ー
マ
I
は
賭
博
に
夢
中
に
な
り
'
経
済
的
に

破
滅
し
た
。
彼
が
つ
い
に
犯
罪
を
犯
し
た
時
へ
警
察
の
捜
査
に
よ
っ
て
へ

ア
ン
ト
ン
・
ア
ブ
ラ
ー
が
油
絵
と
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
を
盗
ん
だ
こ
と
も
明
る

み
に
出
た
o
　
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ
'
デ
ィ
-
タ
-
・
ド
-
ザ
-
'
エ
ル
ン
ス

ト
・
エ
グ
ラ
ー
は
'
1
九
八
二
年
八
月
1
日
に
こ
の
事
態
を
知
っ
た
o

解
答
者
へ
の
指
示

鑑
定
書
に
お
い
て
'
デ
ィ
-
タ
-
・
ド
-
ザ
-
と
エ
ル
ン
ス
ト
・
エ
ダ

ラ
ー
が
'
ベ
ル
ン
ト
・
プ
レ
ー
マ
I
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
請
求
権
を
有
す
る
か
を
検
討
せ
よ
。
こ
の
場
合
へ
　
ベ
ル
ン
ト
・
プ

レ
ー
マ
I
の
支
払
無
能
力
を
前
選
と
す
る
こ
と
。

㈲
　
L
九
八
三
年
第
]
回
　
第
l
次
法
律
職
国
家
試
験

第
八
間
　
選
択
科
目
群
一
(
解
答
時
間
　
五
時
間
)

受
験
者
は
'
以
下
の
テ
ー
マ
の
う
ち
1
つ
を
選
択
し
、
論
述
(
小
論
文
)

の
対
象
と
せ
よ
.
そ
の
際
へ
解
答
者
は
ヨ
~
却
=
法
史
と
刊
‖
識
=

法
哲
学
・
法
社
会
学
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
が
'
受
験
者
が
答
案
を

提
出
で
き
る
の
は
'
ヨ
テ
ー
マ
の
論
述
に
限
ら
れ
る
o
解
答
用
紙
の

賃
1
行
目
に
選
訳
し
た
テ
ー
マ
を
次
の
よ
う
に
記
載
す
る
こ
と
。

「
選
択
科
目
群
　
1
-
テ
ー
マ
　
　
」

こ
の
テ
ー
マ
の
解
答
だ
け
が
有
効
と
み
な
さ
れ
'
他
の
テ
ー
マ
を
解
答
し

て
も
考
慮
さ
れ
な
い
。

テ
ー
マ
A
-
法
　
史
　
(
略
)

テ
ー
マ
C
q
-
法
哲
学
・
法
社
会
学

カ
ン
ト
の
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
に
お
け
る
法
の
定
義
は
'
「
自
由
の

普
遍
的
法
則
に
従
っ
て
へ
あ
る
人
の
意
思
と
他
人
の
意
思
と
を
調
和
さ
せ

る
こ
と
の
で
き
る
た
め
9
諸
条
件
の
総
体
」
で
あ
る
o
ま
た
~
'
カ
ン
ト

が
'
人
間
が
だ
れ
で
も
自
分
が
人
間
で
あ
る
が
故
に
も
っ
て
い
る
唯
1
の

生
得
的
権
利
と
し
て
挙
げ
て
い
る
も
の
は
'
「
自
由
(
他
人
の
強
要
的
意
思

か
ら
の
独
立
性
)
へ
　
た
だ
し
へ
　
こ
の
自
由
が
、
普
遍
的
法
則
に
従
っ
て
へ
　
い

っ
さ
い
の
他
人
の
自
由
と
共
存
で
き
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
」
で
あ

る
。カ

ン
ト
は
こ
の
「
法
の
理
性
概
念
」
で
も
っ
て
一
つ
の
正
義
の
原
理
を

ぅ
ち
た
て
て
い
る
が
へ
　
こ
の
原
理
は
今
日
も
な
お
'
法
哲
学
的
議
論
に
お

い
て
強
い
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
t
 
o
・
へ
ッ
フ
ニ
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
厳
密
に
普
遍
的
な
'
つ
ま
り
万
人
に
対
し
て
同
じ
原
則
に
従
っ
て
'
自

由
を
相
互
的
に
制
限
し
か
つ
確
保
す
る
と
い
う
正
義
原
理
に
よ
っ
て
へ
公

的
な
強
制
法
の
-
-
人
倫
性
(
理
性
性
)
の
判
定
の
た
め
の
究
極
の
基
準
'

つ
ま
り
最
高
の
規
範
的
批
判
的
原
理
が
示
さ
れ
て
い
る
。
」
　
(
『
倫
理
と
政

'
C
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U
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学汰る
ヰ
ノおにツイドI

I
治
』
　
1
九
七
九
年
'
四
1
五
貢
)

ま
た
へ
G
・
ガ
イ
フ
マ
ン
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
外
的
行
為
が
正
義
に
か
な
っ
て
い
る
秒
は
　
そ
れ
が
自
由
の
1
股
的

法
則
に
従
っ
て
い
っ
さ
い
の
人
の
外
的
自
由
と
1
致
す
る
場
合
で
あ
る
o
」

(
『
倫
理
と
支
配
秩
序
』
　
l
九
七
四
年
へ
六
三
頁
)

も
ち
ろ
ん
へ
二
)
の
正
義
原
理
に
対
す
る
批
判
的
見
解
も
あ
り
へ
特
に
次

の
よ
う
な
非
難
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
原
理
は
'
正
義
に
か
な
っ
た
法
秩
序
を
法
治
国
家
的
要
素
の
面
だ

け
に
結
び
つ
け
へ
す
べ
て
の
社
会
国
家
的
要
求
の
ト
ー
ン
を
下
げ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
特
に
経
済
秩
序
や
所
有
権
秩
序
の
頒
域
で
は
っ
き

り
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
」

テ
ー
マ
B
の
解
答
者
へ
の
指
示

一
こ
の
非
難
を
ど
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
か
。

二
　
こ
の
非
難
を
反
駁
す
る
と
す
れ
ば
'
ど
の
よ
う
な
反
駁
が
で
き
る

m
三
　
社
会
国
家
的
要
求
へ
た
と
え
ば
所
有
権
の
社
会
的
拘
束
の
要
求
を

老
慮
す
る
よ
う
に
'
こ
の
法
原
理
を
(
精
密
化
、
な
い
し
は
発
展
さ
せ

て
)
再
定
式
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
・
O

四
　
そ
の
よ
う
な
「
再
定
式
化
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
こ
の
原
理
が
核

心
的
部
分
に
お
い
て
維
持
さ
る
べ
き
だ
と
す
れ
ば
へ
・
ど
の
よ
う
な
限

界
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
か
。
社
会
国
家
原
理
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
刑

事
司
法
の
原
則
と
し
て
'
㈲
再
社
会
化
構
想
と
仙
刑
事
手
続
に
お
け

る
裁
判
上
の
扶
助
義
務
の
二
つ
の
原
則
が
あ
る
が
へ
　
こ
の
二
つ
の
原

則
は
上
述
の
正
義
原
理
か
ら
も
「
導
き
出
す
」
こ
と
が
で
き
る
か
。

諸
君
の
考
え
を
述
べ
よ
。

㈲
　
第
l
次
及
び
第
二
次
法
律
職
国
家
試
験
の
た
め
の
評
定
・
点
数
基

準
に
関
す
る
省
令
　
第
一
条

第
1
次
及
び
第
二
次
試
験
に
お
け
る
個
々
の
成
績
は
'
以
下
の
評
定
と

点
数
に
よ
り
判
定
す
る
。

秀(sehrgut)

倭(gut)

良(vollbefriegend)

可(befriegend)

可
の
下
(
a
u
s
r
e
i
c
h
e
n
d
)

不
可
(
m
a
n
g
e
l
h
a
f
t
)

特
に
す
ぐ
れ
た
成
績
日
一
六
～
一
入
点

平
均
的
要
求
を
か
な
り
上
回
る
成
績
-
1

三
～
一
五
点

平
均
的
要
求
を
上
回
る
成
績
-
1
0
-
1

二
点

い
っ
さ
い
の
点
で
平
均
的
要
求
に
相
当
す

る
成
績
-
七
～
九
点

不
十
分
な
点
臥
あ
る
が
'
そ
れ
で
も
な
お

平
均
的
要
求
に
相
当
す
る
成
績
=
四
～
六

点不
十
分
な
点
が
か
な
り
あ
り
、
全
体
的
に

不
適
格
な
(
u
n
b
r
a
u
c
h
b
a
r
)
成
績
-
一
～

三
点

不
可
の
下
(
u
n
g
e
n
i
i
g
e
n
d
)
　
完
全
に
不
適
格
な
成
績
=
○
点

43849
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料

解
　
　
題

広
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
で
は
'
昭
和
六
〇
年
五
月
一
三
日
か
ら

資
　
1
七
日
ま
で
五
日
間
に
わ
た
っ
て
'
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
ゲ
ル
バ
ル
ト

・
リ
ー
ス
博
士
(
P
r
o
f
.
D
r
.
G
e
r
h
a
r
d
 
R
i
e
s
)
　
(
当
時
,
京
都
大
学
法
学
部

招
聴
教
授
と
し
て
滞
日
中
で
あ
っ
た
)
を
本
年
度
の
ド
イ
ツ
法
担
当
の
講
師

と
し
て
招
き
'
授
業
し
て
い
た
だ
い
た
。
内
容
は
'
西
ド
イ
ツ
の
法
制
度

・
裁
判
制
度
・
法
学
教
育
制
度
の
概
説
へ
民
法
を
め
ぐ
る
個
別
問
題
(
約

款
論
と
不
法
行
為
論
)
で
あ
っ
た
が
'
特
に
教
授
は
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
換

形
文
字
法
研
究
の
世
界
有
数
の
権
威
で
も
あ
ら
れ
る
の
で
'
最
終
日
に
は

枚
形
文
字
法
の
入
門
的
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
本
稿
は
'
そ
の
際
の

法
学
教
育
制
度
に
つ
い
て
の
原
稿
に
加
筆
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
訳
出

し
た
も
の
で
あ
る
。

大
学
に
お
け
る
法
学
教
育
は
'
各
国
に
お
け
る
歴
史
的
社
会
的
状
況
を

背
景
に
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
'
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
制
度
と
し
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
へ
諸
外
国
の
制
度
を
、
日
本
に
引
き
移

せ
ば
よ
い
か
の
よ
う
な
議
論
は
厳
に
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
L
t
ま
た
実
際

に
は
そ
も
そ
も
無
理
な
の
で
あ
る
が
'
諸
外
国
の
実
情
を
知
る
こ
と
は
議

論
の
進
展
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
今
回
訳
出
し
た
資
料
は
、
本
文

中
で
も
断
わ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
ド
イ
ツ
バ
イ
エ
ル
ン
州
に
お
け
る

二
段
階
方
式
の
法
学
教
育
の
紹
介
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
'

本
稿
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
学
生
及
び
教
師
と
し
て
の
リ
ー
ス
教
授
御
自

身
の
経
験
に
基
づ
い
て
書
き
下
ろ
さ
れ
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
た
め
だ

が
'
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
法
学
部
が
入
学
者
定
員
九
六
〇
名
に
も
及
ぶ
画
ド

イ
ツ
最
大
の
法
学
部
で
あ
る
と
い
う
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
西
ド
イ
ツ
の
法

学
教
育
の
典
型
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
(
な
お
へ
各
州
の
法
学
教
育

・
試
験
制
度
の
比
較
に
つ
い
て
は
へ
M
a
n
f
r
e
d
 
B
r
a
u
n
,
J
u
r
i
s
t
e
n
a
u
s
b
i
l
d
u
n
g

i
n
D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
,
B
e
r
l
i
n
-
N
e
w
Y
o
r
k
:
d
e
G
r
u
y
t
e
r
1
9
8
0
を
参
照
せ
よ
)
0

次
に
へ
本
稿
で
用
い
た
二
へ
三
の
訳
語
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た

い
。
本
稿
で
は
、
従
来
「
司
法
試
験
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た

J
u
r
i
s
t
i
s
c
h
e
S
t
a
a
t
s
p
r
i
i
f
u
n
g
を
「
法
律
職
国
家
試
験
」
と
訳
し
t
 
R
e
・

f
e
r
e
n
d
a
r
と
A
s
∽
e
∽
S
。
r
を
そ
れ
ぞ
れ
「
レ
フ
ェ
レ
ン
ダ
ー
ル
」
と
「
ア

セ
ソ
ー
ル
」
と
表
記
L
t
　
「
司
法
修
習
生
」
と
「
判
事
補
」
又
は
「
司
法

官
試
補
」
と
い
う
訳
語
を
あ
え
て
採
用
し
な
か
っ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
州
の

「
法
律
職
教
育
・
試
験
法
(
A
u
s
b
i
l
d
u
n
g
s
-
u
n
d
 
P
r
i
i
f
u
n
g
s
o
r
d
n
u
n
g
 
f
u
r

J
u
r
i
s
t
e
n
i
n
d
e
r
F
a
s
s
u
n
g
d
e
r
B
e
k
a
n
n
t
m
a
c
h
u
n
g
 
v
o
i
d
8
.
D
e
z
e
m
b
e
r

1
9
8
2
)
」
に
よ
る
と
'
「
第
1
次
法
律
職
国
家
試
験
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
公

務
員
法
の
意
味
に
お
け
る
大
学
卒
業
試
験
兼
公
務
員
採
用
試
験
(
H
o
c
h
-

s
c
h
u
l
a
b
s
c
h
l
u
f
i
p
r
i
i
f
u
n
g
u
n
d
E
i
n
s
t
e
l
l
u
n
g
s
p
r
i
i
f
u
n
g
)
」
(
同
法
第
四
条
第
1

段
)
　
で
あ
り
'
「
第
二
次
法
律
職
国
家
試
験
は
'
バ
イ
エ
ル
ン
州
公
務
員

法
の
意
味
に
お
け
る
修
習
修
了
試
験
兼
公
務
員
任
用
試
験
　
(
A
b
s
c
h
l
u
B
-

p
r
i
i
f
u
n
g
u
n
d
A
n
s
t
e
l
l
u
n
g
s
p
r
i
i
f
u
n
g
)
」
　
(
第
四
三
条
第
一
項
)
で
あ
り
'
い

ず
れ
の
試
験
も
'
裁
判
官
職
と
行
政
官
で
あ
る
上
級
公
務
員
職
に
つ
く
資

格
を
得
る
た
め
の
統
1
試
験
だ
と
定
め
ら
れ
て
い
る
(
第
1
条
)
O
し
た
が

っ
て
へ
司
法
関
係
者
の
み
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
狭
い
意
味
を
も
つ
訳
語

を
避
け
た
い
と
い
う
配
慮
か
ら
'
あ
え
て
前
述
の
訳
語
を
採
用
し
た
わ
け

で
あ
る
　
J
u
r
i
s
t
e
n
a
u
s
b
i
l
d
u
n
g
を
「
法
曹
養
成
」
で
は
な
く
へ
　
「
法
学

♂n
U

了
l

4
3
9

49
r
H
は
は
い
-



育敬学汰るけおにツイド西

教
育
」
と
訳
し
た
の
も
'
同
様
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
'

大
学
法
学
部
が
専
門
法
曹
だ
け
で
な
く
へ
行
政
官
で
あ
る
上
級
公
務
員

に
対
し
て
も
人
材
の
供
給
源
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
へ
そ
の
現
象

面
だ
け
を
捉
え
れ
ば
'
西
ド
イ
ツ
も
日
本
も
'
一
見
し
た
と
こ
ろ
変
わ
り

が
な
い
よ
.
う
に
見
え
る
o
 
L
か
L
t
西
ド
イ
ツ
の
場
合
は
'
行
政
官
も
二

度
の
国
家
試
験
に
合
格
し
た
完
全
法
律
家
'
つ
ま
-
ア
セ
ソ
ー
ル
で
あ
る

ア
セ
ソ
リ
ス
ム
ス

と
い
う
点
に
'
ド
イ
ツ
の
伝
統
的
な
法
科
主
義
の
精
髄
が
あ
る
の
で
あ

り
,
こ
の
点
こ
そ
'
明
治
期
に
ド
イ
ツ
か
ら
法
制
度
へ
学
問
制
度
を
継
受

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
局
は
日
本
に
根
づ
か
な
か
っ
た
部
分
な
の
で

あ
る
。
こ
の
相
違
点
は
'
両
国
の
法
学
教
育
を
比
較
す
る
際
に
看
過
し
て

は
な
ら
な
い
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
大
学
法
学
部
の
法
学
教
育
改
革
論
議
が
錯
綜
し
混
乱

し
て
い
る
最
大
の
原
因
は
'
「
法
学
教
育
の
目
的
は
何
か
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
へ
専
門
法
律
家
の
養
成
を
第
一
目
的
と
す
る
こ
と
で
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
点
に
存
す
る
(
こ
れ
に
つ
い
て
'
松

浦
馨
「
学
部
に
お
け
る
法
学
教
育
の
目
的
に
つ
い
て
」
上
・
下
『
判
例
時
報
』
一
〇

六
二
二
〇
六
三
号
(
1
九
八
四
年
)
'
参
照
)
O
我
々
日
本
で
法
学
教
育
に
た

ず
さ
わ
る
者
に
と
っ
て
'
何
よ
-
も
ま
ず
'
日
本
の
実
情
を
的
確
に
把
撞

す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
が
　
(
そ
の
一
つ
の
試
み
が
拙
稿
「
実
社
会
と
法
学
教

育
肖
　
-
　
そ
の
間
題
と
展
望
」
　
『
判
例
時
報
』
一
二
八
号
二
九
八
四
年
)
で
あ

る
)
'
日
本
の
実
情
を
「
特
殊
性
」
と
み
な
す
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
へ

外
国
の
実
情
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
へ
　
そ
の
作
業
が
可
能
に

な
る
0
本
訳
稿
が
そ
の
た
め
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
o

な
お
,
ド
イ
ツ
の
法
学
教
育
に
つ
い
て
は
'
従
来
も
様
々
な
形
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
,
そ
の
中
で
も
特
に
'
ミ
バ
エ
ル
・
ハ
ウ
ス
ナ
-
(
西
村

重
雄
・
瀧
淳
栄
拍
訳
)
　
「
ド
イ
ツ
の
法
学
教
育
-
　
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
法
学

部
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ズ
ー
ル
(
設
例
問
題
)
の
実
際
」
(
『
法
政
研
究
』
五
嘉

二
号
(
一
九
八
五
年
)
)
は
'
本
稿
と
同
じ
く
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
を
対
象
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
と
相
補
う
形
で
読
ま
れ
る
な
ら
ば
t
よ
り
具
体
的

な
ド
イ
ツ
の
法
学
教
育
の
実
態
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

(
平
野
敏
彦
)
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